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筆者は以前より音楽を刺激とし，それ!c対する視覚

的反応fCついて研究 (本学紀要 1973， 1976) してき

たが，カラー ・イメ ージや形態イメージと Wった，イ

メージを限定した反応を求めた研究であった。現在は

イメ ージを含めてはいるが，視覚的反応のみに限定せ

ず，広く，音楽刺激を受けた人間が，何を感じるか，

どのよう念反応が実際!c起りうるか fCつWて調査し

ている o 現段階では，音楽刺激を受けた場合の反応K

ついて，あらかじめチェック ・リストを作製したい為

の予備調査を行なっているが，その際，被験者の音楽

的体験や環境，また，ク ラシック音楽!c対する態度等，

fCついての調査も合わせて行まっている。今回は乙の

調査の中から，次の観点のもと!L結果を報告する。

最近クラシック音楽が大衆化され，また，学校教育

の音楽の教科においても， 音楽鑑賞を重視し， クラ

シック音楽fC親しみ，かっ味わうことにカを入れてい

る。が，なお，クラシック音楽はどうもなじめをいと

か，堅苦しくて嫌いだという人が，年配の人のみでは

なく， 若い人lζ も多い。 また， 情操教育の 1っとし

て，幼少時よりピアノのけいこをやらされる子供も多

くいるが， 乙れが将来のクラシック音楽愛好へと結び

っくか，あるいは愛好ーまではいかなくとも， クラシッ

ク音楽に対する好意的態度の生起へと結びっくのであ

ろうか。乙の点の検討を重点とし，現在大学生である

者のクラシック音楽に関する実態を把握することにす

るG

目的

先!c述べた予備調査の中の， 現在はクラシック音

楽と直接関係のをい一般学生を対象としたデ ータか

り，

l. クラシック音楽!c対する好・嫌感

2. クラシック音楽が好き，あるいは嫌いになっ た

と思う理由の内省報告

3. クラシック音楽fC対する普段の接し方

4 ピアノ等の演奏技術習得の有無

5. 普段聞いている音楽の種類

6 小さい時耳!Cしている音楽の種類

について整理し，一般学生のクラシック音楽!c関する

実態を検討したい。次l亡現在クラシック音楽と直接関

係のある，音楽科の学生の場合も同様lζ検討し， さら

にクラシック音楽への好意的態度の形成過程を考察す

る。

1. 一般学生について

被験 者

家政系女子学生 181名

手続き

アンケート形式lとより，選択肢より選ばせるものと

自由記述による方法とを併用した。質問内容は次の結

果の報告の中で述べる。をお以下の文中，クラシック

音楽を賂し，音楽とのみ記述することもある。
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結果と考察

1. あなたは いわばクラシック音楽は好きです

か。」の質問に対し，1. 大好き 2 好き 3 好きで

も嫌いでも念v> 4.嫌い 5.大嫌い の5段階で回

答させた。結果は次のようであった。

幼稚園の頃から好きだったと答えた被験者は 4才

から 9才までピアノを習っているが，当時，彼女の周

囲の人がクラシック音楽を聞いていたから， と報告し

ている。

小学生の頃から好きだったと答えた16人の内省報告

は次のようである。

大好き 4人，好き 43人s 計47人 (26.0必) ピアノを習っていたので，クラシック音楽K念じみ

好きでも嫌いでもない 110人 (60.8%) があった。(2人)この 2人は 10年以上ピアノのレッ

大嫌い 5人，嫌い 19人，計24人(13.3%) スンを受けている。

器楽合奏のクラブ lζ入っていたから。

上記の 3グノレープを， それぞれAグノレープ Bグ 母がレコードを買ってきてくれて，それ以来よく聞

ノレープ， cグループとし3 以下のデータ処理はグノレー くようになったから。

プ別K行なう乙とにする。 レコードを聞いて好きになった。この被験者は小学

2. あなたはいつ頃からクラシック音楽が好き， 校 1年より 8年間ピアノのレッスンを受けている。

ある円は嫌いでしたか。 なぜ，あなたはクラシック 音楽の授業中音楽鑑賞があったので，自然と好きに

音楽が好き， あるいは嫌いに左ったと思いますか。」 まった。 (2人)

の質問により，クラシック音楽l乙対する好嫌感の発生 聞いていると，なんとな く心が左ごむ，落ちつく，

理由の一端が把握できればと思った。 楽しくなる等，快的な感情を持ったから o (5人) 乙

Aグループ(クラシック音楽K好意的グノレープ)

幼稚園の頃から好きだったと思う … 1人
小学生の頃から好きだったと思う い・ 16人

中学生の頃から好きだったと思う …" 22人
高校生の頃から好きになったと思う ・ 5人

いつ頃から好きになったかわからない ・・ 3人

クラシック音楽K好意をもったと思われる時期Kつい

ての内省報告の結果は， 上のようになった。乙の内省

は， 各自の記憶を想起させた結果得られたものである

から，その記憶をよみがえらせた手掛り，つまり，当

時のクラシック音楽との接点も判明できる訳である。

クラシック音楽を好きになった理由 p として被験者が

答えてWる内容は次K述べるが，この回答の中には，

クラシック音楽とどのように接触したか， どのようま

音楽環境lとあったか，クラシック音楽と接してどのよ

うな感情を持ったか等の多様な意味内容が含まれて

いる。

の5人のうち 2人は，高校生時代になって， ピアノの

レッスンを受けている。

クラシック音楽を好きになった理由は，よくわから

ない。 なんと念く好きにまったと思う。 (4人)この

4人のうち 3人は， 小学生時代ICピアノのレッスンを

受けていた。

中学生の頃から好きだったと答えた22人の内省報告

は次のようである。

プラスパンドでフノレート の演奏をしてから。

父がレ コー ドを買ってくれ，親しめる曲が多かった。

姉がピアノを弾いたり， レコードを聞いていたので，

なんとをく好き l亡をった。(2人〉乙の 2人のうち 1

人は小学生の時ピアノのレッスンを受けているが， も

う1人は，邦楽のレッスンを長期間受けている。

音楽の授業中クラシック音楽をよく聞かされていた。

きれW念曲だった。気に入った曲があった。心が落ち

ついた。(5人)このうち 2人は 1年位ピアノのレッ

スンをうけており 1人は高校までの 8年間ピアノの

レッスンをうけている。

オーケス トラの演奏によってできる， その曲のイ
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メージが好きだった。この被験者は中学 2年までの 3 ク音楽lζζ っていたから。この被験者は幼少時より，

年間ピアノのレッスンをうけていた。 オノレガン， ピアノを習い，現在はエレクトーンを習っ

クラシック音楽を聞いていると，心が休まる，気分 ている。

がよくまるから。(5人)乙のうち 2人は小学生時代 幼少時より中学校の初め頃までは好きだったが，次

Kピアノのレッスンをうけている。またこのうち 3人 第Kクラシックを聞く機会より，ニュー ・ミュ ージッ

は小学生の頃はクラシック音楽は嫌いだったと答えて クやディスコティックを音楽を聞くよう l亡をって，自

おり，先K述べたピアノのレッスンをうけていた被験 然IC遠のいていった。乙の被験者は，幼少時より習っ

者も，乙の中K入っている。 ていたピアノを高校K入る頃やめている。

以前はクラシック音楽を意識しまかったが，パイプ 以前から好嫌感なしと答えた 106人の内省報告をま

オルガンの音色が快よくき乙えたから。この被験者は とめると次のように走る。まず，小学生から中学生の

小学生から現在まで翫涜的Kピアノのレッスンを受け 頃3年以上ピアノのレッスンを受け之被験者の報告か

ている。 ら述べる。

音楽を聞くことが好きだから。 ピアノを習っていたから極端に嫌いでは念いが，好

理由はよくわからまい。(5人) きでも念い。(ピアノ歴13年〉

聞くとジーンとするとともあるが，別 ~C好きでも嫌

高校生の頃から好きになったと答えた 5人の内省報 いでも念い。(ピアノ歴6年〕

告Kよると， 静かま BGM的をのはよいが，激しいのはうるさい。

吹奏楽クラブK入って自分で演奏するようになって (ピアノ歴7年)

から。乙の被験者は小学生の悶ピアノのレッスンをう 好き;itl11もあるが，退屈する。(ピアノ歴7年， 12 

けている。 年)

間Wていると気分がおちつくから。 ζの被験者は高 別の音楽の方lζ興味があり，強いて間乙うとは思わ

校生l亡をってピアノのレッスンを始めている。 をい。(ピアノ歴3年， 5年)

理由は恩いつか念いが好き lとをった。 (3人) 堅苦しいと思う。特lζ良いと思う曲がない。自分に

いつ頃からクラシック音楽が好き l亡をったかよくわ 合わをいと思う o (各々，ピアノ歴5年， 8年， 3年〕

からをい，と答えた3人は1(>つのまにか好きに念っ 普段クラシック音楽K接する機会がない。(ピアノ

ていた，聞くとおちつくと内省報告している。 歴3年-8年 8人)

学校で聞いていただけで，別K念んとも思わ念い。

Bグノレープ (クラシック音楽lζ対 し，積極的IC好意 (ピアノ歴3年〕

を持た;iいが，嫌意も持た念Wグノレープ) クラシック音楽には興味が念い。(ピアノ歴4年~

5年 5人)

過去に好きま時期もあったが，今は別K好きでも嫌 回答念し 8人

いでもをい0 ・0・・・ 0・・ e…・ 0・・・・ 4人 次l亡ピアノ歴2年以下・経験をしの被験者の内省報

以前から好きでも嫌いでも念1(>0 ・・・…106人 告をまとめる。

気分ICより好嫌がある。

過去に好きを時期もあったと答えている 4人の被験 別の音楽を聞 くことの方が多いから。

者の内省報告は次のようであった。 歌の入っている方がより好き。

小学校から高校の初めまでは好きだったが，今は強 静かな曲はあまり好きではない。

いて聞 ζ うとは恩、わまい。 普段聞きまれていまいから。(11人〉

小学校の後半頃は好きだったが今は別K。 学校で聞いていただけで，別ICをんともない。

中学生の時は好きだった。音楽の授業で，クラシッ 興味がをい。 (10人〉
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聞いていて，おもしろく念い。(4人)

堅苦しい感じがする。 (2人〉

回答念し。 (55人〕

Cグループ (ク ラシック音楽IC対し，嫌意を持つグ

ループ)

以前は好きでも嫌いでもなかった。

以前から嫌いだった。

2人

22人

以前からクラシック音楽は嫌いだと答えている被験

者の中には， 小学校の間， あるWは中学校にかけて，

5年以上習っている者

3年以上習っている者

2年以下習った者

習っていまい者

Cグループ (N= 24) 

5年以上習っている者

3年以上習っている者

2年以下習った者

習って V>~V>者

20人(18.2%)

16人(14.596)

10人 (l.l%) 

64人 (58.2%)

3人(12.596)

1人 (4.2%) 

2人 (8.3~約

四人 (75.3%)

5-6年はピアノのレッスンをうけて円る者が3人 5年以上ピアノを習っている者の数の，グループ間

4年11人， 1-2年が2人いた。 の差の有意性を検討した。 A-B間，A-C聞に 1%71<

嫌いだという理由として報告した内容は次のようで 準 (臨界比)で有意差があった。

あとは無回答であった。 3年以上ピアノを習っている者の数の，グループ間

聞いていておもしろく念いから。 の差の有意性は， A-B， A-C， B-Cの全てにおいて，

堅苦しいから。 (2人 1汚水準で認められた。

興味が念いから。 (4人 4. 以上の 2，3より， クラシック音楽fl:対する好

フォ ークや歌謡曲fl:夢中l亡まったから。 感が発生する理由を考察すると次のように念る。

普段クラシック音楽を聞かないから。 ピアノを長期間習うことはクラシック音楽との接触

とにかく嫌いだ。 (2人〕 が多くなり，自然好きに在るといえる。乙れは 3の

3. 被験者の好嫌感fC関する内省報告の内容をまと 結果からも肯定できる。しかし単fl:長期間ピアノを習

める際，ピアノのレッスンを受けていた被験者か否か うだけでは，積極的fl:クラシックが好きになるもので

関連づけたが，か念り多くの者がレッスンをうけてい もない。

た乙とがわかった。ピアノ以外iζも，クラシック音楽 逆fl:，ピアノを習ったととのをい者でも，家族の者

と接触のある場合も考えられるが，本調査の中には， がレコー ドを買って聞かせてくれた，姉が聞いていた

吹奏楽クラブK入った被験者の， フノレートとクラリ ので自然IC，学校の音楽の時間によく聞かされたから

ネットの場合と，ピアノの長苅習得の延長上fl:バイオ 等，音楽環境の影響により，クラシック音楽に好意を

リンを習ったという 3例のみで，他fl:例がなかった。 もつように念っている。

そこで， A・B・Cのグループ別fl:， ピアノを習っ 幼少時よりピアノを習わす傾向は最近さらに盛んに

た経験の有無の状態をまとめると，次のようfl:なる。 まった。 本調査の被験者 181 名中71名 (39 . 2~ぢ)がそ

Aグループ (N=47) れである。 乙の71名中22名 (31.096)， また 5年以

5年以上習っている者

3年以上習っている者

2年以下習った者

習っていをい者

Bグノレープ (N=1l0)

18人 (38.3%)

3人 (6.4%) 

5人 (10.696)

21人 (44.7%)

上ピアノを習 っ た者 40 名中 17名 (42.5~百)， 3年以上

ピアノを習った者とした場合では 58名中 19名 (32.8

9ぢ)のみが，現在クラシック音楽好きICなっている。

この結果は，いかに幼少時よりピアノを習わせ，情操

教育の一つになればと願っている世の親たちの期待を

かをり否定したものといえよう。

乙れは，子供がピアノのレッスンを受けに行くだけ
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では不十分であり，子供をとりまく 環境が非音楽的で えてくれば聞くという者が多い。 また，よく聞いてい

あれば，クラシック音楽lζ対する好意的態度が生起せ る，時々聞いてWるという者も，聞くことに専念する

ず，ピアノのレッ スンを受け念くとも，小さい頃から のではまく，何かしながら聞くという者が圧倒的であ

クラシック音楽f(接する機会を多くし， しかも聞いて るという結果も得られた。

いで快的を感情を持たせるよう配慮すれば，ク ラシッ 6. では最近の女子学生は，普段どのよう念種類の

タ音楽好きにをり，さら K将来楽器の演奏の練習を始 音楽をテレビ ・ラジオ ・レコー ド・テープ等で聞いて

める意欲を生む乙とにもをるのである。 とかくピアノ いるか次K報告する。

に限らず，楽器の演奏技術を身につけさせる 乙と に重 普段，テレビ ・ラジオをつけたままにすると種々の

点がおかれ，音楽好きを子供を育てるという音楽教育 音楽が聞こえて くるし，街中にいても BGM等 として

の基本，あるいは，音楽f(接した時快的感情を生起さ 種々の音楽が聞こえてくる。したがって，被験者はそ

せる情操の教育の基本が軽視されている現状が，一面 のよう念中で，積極的!(聞いていると意識した音楽に

ではあるが，乙の調査の結果K現われてきた。 ついて答えてWる。複数の回答をした者もいる為，延

5. 次K被験者が普段クラシック音楽をどの程度間 人数で結果を表わす(表1)。 音楽の種類を表わすと

円ているかについてグループ別に報告する。 とばは，あらかじめいくつか用意し，他は被験者の自

Aグノレープ (N=47)

よく 聞いている …ー・ぃ 7人 (14.9%)

時々聞いている ・・ー・一 14人 (29.896)

あまり聞かまいが間乙えてくると聞くことがある

23人 (48.9%)

全然関乙うとし念い

聞くより演奏する方

Bグノレープ (N=llO)

0 

3人 (6.4%) 

よく聞いている ・0・… 0 

時々聞いている ……… 4人 (3.6%) 

あまり 聞かまいが聞乙えてくると 聞く乙 とがある

76人 (69.196)

全然聞こうとしをい

聞くより演奏する方

Cグループ (N=24)

28人 (25.5%)

2人 (l.8%) 

よく聞いている ・・・"・・ 0 

時々聞いている .....・一 o
あまり聞かをいが聞こえてくると聞く乙とがある

5人 (20.8%)

全然聞こうとしまい ーー 19人 (79.2%)

上の結果で明らかのよう に，クラシック音楽l亡好意

を持つ者で も，普段は積極的に聞こうとはせず，聞こ

由記述とした。

各被験者がどのよ うまカテゴリ ーを持っかは不明で

ある。例えば演歌と歌謡曲の分類，フォ ークとニュー

表 1 普段聞いている音楽 (一般学生 N=181) 

グループ 計
種 類

A B C (%) 

ピ ア ノ 出 4 l 。5 ( 0.8) 
管 8玄 楽 4 l 。5 ( 0.8) 
クラシック全般 4 。。4 ( 0.6) 
歌 言番 曲 29 79 21 129 ( 20.0) 

j寅 歌 5 12 。17 ( 2.7) 
フ オ ク 36 83 13 132 ( 21.2) 

ニュー・ミュージ yク 18 64 13 95 ( 15.2) 

ロ .;; ク 15 29 6 50 ( 8.0) 

ア イ ス コ 10 35 6 51 ( 8.2) 

ポピュラ ー 全般 11 19 6 36 ( 5.8) 

映 画 z日t 楽 13 18 。31 ( 5.0) 
TVテーマ曲 ・歌 1 8 。9 ( 1.4) 
アニメテーマ曲・ 歌 3 4 。7( 1.1) 
C M ソング 15 21 6 42 ( 6.7) 
L、〆e 

ヤ ズ l 5 。6 ( 1.0) 
ポ .;; プ ス 2 。。 2 ( 0.3) 
シャンソン l 。。 1 ( 0.2) 
ミュ ー ジカル 。1 。 1 ( 0.2) 
延人数 173 380 71 624 (100.0) 
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ミュージック， ロックとディスコティックま曲の分類

等がそうであるが，表 1では，被験者の意識に現われ

た分類そのままを用いて表わした。後の表2も同様で

ある。

最近の女子学生は，フォ ーク，ニ ュー・ ミュージッ

ク，歌謡曲， ロックやディス コ曲を日頃よく聞いてお

り，ついで，映画やテレビで耳にする音楽をよ く聞い

ているといえる。

Aグノレープ

小学生の頃から好きだったと思う …・ー 19人

中学生の頃から好きだった と思う ・・ー 14人

高校生の頃から好き fC念ったと思う ・ 4人

大学生になって好きに念った 1人

いつ頃から好きにをったかわからまい 2人

7 小さい時耳にした音楽は何かと質問した結果， 一般学生の場合は 中学生の頃から好きな者が46.8

ほとんどの被験者が，歌謡曲とフォ ーク，テレビ等か タム 小学生の頃からと答えた者が349ぢであったが，音

ら聞こえてくる CMやテ ーマの音楽と答えている。 楽を専門とする学生の場合は逆転し， 小学生の頃か

他fCは，子供らしく童謡という 回答もあった。また， ら好き念者が47.5%， 中学生からと答えた者が35%

家族の者が間円ていたので自然fC耳にしたとしてあげ であり，早い時期から好意を持つよう lとをったといえ

ているものに，バイオリン曲，ピアノ 曲，クラシック る。

音楽， 日本民謡があったが， 乙の例のみであった。 クラシック音楽を好きに念った理由として報告され

乙れらの結果は被験者の記憶による答えであること た内容は， 一般学生の場合とほぼ一致するが， 中に

は当然であるから，いかに幼少時よりテレビやラジオ は音楽を専門として選択した学生らしい報告もあっ

の番組や CMが強く印象fC残るか，この結果からも た。

明らかに念ったといえる O

II. 音楽を専門とする学生について

被験者

器楽専攻の女子学生 52名

手続き

一般学生の場合と同じ

結果と考察

1 クラシック音楽と直接関係のある音楽科の器楽

専攻の学生が被験者であるから，当然クラシック音楽

は好きと回答すると思われた。が，結果は次l亡示すよ

うにまっTこ。

A.大好き 7人，好き 33人，計40人 (76.9%)

B. 好きでも嫌いでもまい

c. 大嫌い
11人 (21.2%) 

1人 (1. 9%) 

2 いつ頃から好きあるいは嫌V>fとなったか。念ぜ

好きあるいは嫌いになったと思うか。この質問fC対す

る内省報告の内容を，前の一般学生の場合と同様， A・

B.Cのグループ別に報告する。

小学生の頃から好きだったと答えた者の場合

小さい時からピアノを習っていたので自然に。 (6

人)

親がレ コー ドをよく 聞かせてくれたから。

学校の音楽の時間IC良い音楽を聞かせてくれたから。

音楽の先生の影響で好きにまった。 (2人〉

ある曲を聞いて感動したから。

親が好きでよく聞いていたので，耳になじんだ。

音楽を聞くと気分がおちつくから。(2人〕

左んと念く。 回答Ij:し。(5人)

中学生の頃から好きだったと答えた者の場合

ピアノを習いだしてからなんと左く 。(4人)

吹奏楽クラブに入ってから好きにをった。

学校の音楽の時間IC音楽鑑賞をしてから。

ある曲を聞Wて感動したから。

レッスンを受けて曲が仕上った時の喜びがなんとも

いえまい快的であった。

ピアノを弾いていて， 音色の良さがわかるよう fC

まったから。

をんと念く， 回答なし。 (5人)
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高校生K念ってから好きに念ったと答えた者の場合 つくること，白から演奏する楽しみを持たせる乙と等

小さい時からピアノを孫いていたのでクラシック音 の音楽的環境作りが欠かせまいものであることが，乙

楽は嫌いではまかったが，中学 ・高校と コーラス部， の結果から，さらに明らかにされた。

プラスパンド部と音楽K親しむようになって，好きに 5. 普段クラシック音楽をどの程度聞いているか，

念った。 グノレープ別にまとめると次のようになる。

学校の音楽の時聞によく聞かせてもらったから。

聞いていると気分がおちつくから。

ピアノを演奏する機会が多かったので。

大学生になってから好きにをったと答えた者は，学

内演奏会で発表を聞いて好きに念ったと報告している。

いつから好きになったかわからまいと答えた者の場

合は， 小さい時からピアノを習っていたからではをい

かと報告している。

Bグループ

以前は嫌いだったが，今は好きでも嫌いでもない

1人

以前から好きでも嫌いでも念い

回答念し

9人

l人

Bグループの被験者11人の内 l人が，内省報告とし

て，好きな曲もあれば嫌いな曲もあるので， と述べて

いるのみで，他は回答ましであった。

Cグノレープ

Aグノレープ

よく聞いている …一. 13人 (3l.7%) 

時々聞いている ... 22人 (53.7%)

あまり聞かないが問乙えてくれば聞くことがある

聞くより演奏する方

Bグループ

よく聞いている

5人 (12.2%)

l人 (2 目 4 ~約

1人 (%は省略)

時々聞いている •• ・ 5人

あまり聞かまいが聞ζえて くると聞く乙とがある

4人

聞くより演奏する方 人

Cグループ

時々聞いている ……… 1人

一般の学生K比較すると，よく聞いている方K念る。

何かし左がら聞く場合が多いという報告がほとんどで

あったが，時間的余裕の問題もあるのでこの点は問題

としまい。

6. では日頃クラシック音楽を専門とする女子学生

以前から嫌いで，今は大嫌い ・ ー 1人 が，どのよう念種類の音楽をよく聞いているか Kつ

クラシック音楽!Cは興味がまいと答えている。 いて報告する(表 2)。

最近の女子学生が聞く 音楽は，一般の学生も音楽を

3. 質問は rいわばクラシック音楽は好きです 専攻する学生も変りはないようである。しかし，やは

か。」 というグロ ーパノレを形をとるにもかかわらず， り音楽を専攻する学生らしく，普段聞いている音楽と

器楽を専門とする学生の中K，積極的にクラシック音 して意識した中K，クラシック音楽が2害IJ弱ではある

楽K好意を持たない者が2割余りもいる乙とが何を意 が含まれていたことは，被験者の特殊性を表わしてい

味するか，注目すべきであろう。 るととにまるのであろうか。

4. 一般学生の場合lとも述べたが，音楽好きの人間 たしかに，日常生活の大半がクラシック音楽(現代

をつくるには，単Kピアノのレッスンを長時間受けさ の作品も含める〕との闘いであると言ってもよい，音

せるだけでなく，気分を快的にさせてくれる曲をよく 楽専攻の学生は，普段それとは関係のをい音を楽しむ

きかせることや，音楽を聞いて感動するよう念機会を のが当然だ，という考え方もある。それにしても，歌
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表 2 普段聞いている音楽 (器楽専攻学生 N=52) 

グループ 言十
種 ま買

(%) A B+C 

歌曲・コーラス 1 1 2 ( 1.2) 

ピアノ・バイオリン曲 4 2 6 ( 3.7) 
βllf 5立 7、'白~ 、 4 。 4 ( 2.4) 

クラシ ッ ク全般 19 。 19(11.6) 
歌 言岳 曲 18 7 25 ( 152) 

1寅 歌 2 。 2 ( 1.2) 

フ オ ク 24 7 31 ( 189) 

ニュー ・ミュージック 8 3 13 ( 7 9) 

ロ .;; ク 9 4 13 ( 7.9) 

ア イ ス コ 6 3 9 ( 5.5) 

ポピュラー全般 10 3 13 ( 7.9) 

映 画 音 楽 7 。 7 ( 4.3) 

アニメ・テ ー 7 曲 1 。 1 ( 0.6) 

C M ソ ン ク 6 4 10 ( 6.1) 
シ、ノ。

ベ' ス" 4 1 5 ( 3.0) 

ポ ‘y 
フ。 ス l 1 2 ( 1.2) 

ンャン ソン l 。 1 ( 0.6) 

ミュ ー ジカル 1 。 1 ( 0.6) 

延人数 126 38 164 (100.0) 

謡曲かプオ ークのいずれか1つは，全員が聞いている

ことに在る。

7. 小さ い時耳にした音楽の種類は何かという質問

~[対しでも，一般学生と同様， 歌謡曲，フォ ーク ，テ

レピから聞こえてきたテーマ曲や CM という回答が

あった。また一般学生にも例はあったが， ピアノや

オーケストラの演奏を聞いていたと回答した者が A

グループに7例程あった。

歌謡曲やフォ ーク等を好んで聞くという傾向は，幼

少時より本人の意志lζかかわらずこの種の音楽が耳lζ

入ってくる環境から，自然K発生してくると思われる。

この同じ状態を他の音楽にもあてはめれば，いわば音

楽好きの人間が形成されることになるのである o

乙乙 ~C も音楽的環境の問題が現われていると思われ

る。

結 ;;<>‘ 
百聞

音楽教育の柱と在る学習目標の 1っとして，音楽へ

の愛好心を育てることがあげられてWるo また，家庭

における育児の 目標にも，情操23.か念人間lζ したい，

ということが当然のように言われている o しかし実際

lζは， どの程度実施され， どのよう念成果があるので

あろうか。

本調査は，現在大学生Kをっている被験者を対象K，

過去の出来事を怨起させ，その記憶を手掛りとして，

実態を把握したものであるから，やや偏った結果とも

考えられるが，ある面では事実を表わしている。

クラシック音楽好きの人聞になったと恩われる理由

として，学校の授業中Kレコード鍛貨をし，よい音楽

を多く聞かされた，家庭内でよく音楽が聞こえていた，

さらに，小さい時からよく耳にしていた等の記憶、が，

一般の学生も音楽を専門とする学生にも残っていた。

これは，音楽教育や家庭内での音楽的環境作りが成功

した例だと思われる O また，いつのまにか好きになっ

たとか，聞いていると気持ちがよい，おちつく等と述

べている学生もいるが，乙れも途中のプロセスの記憶

がうすく，結果だけ意識したものと思われ，成功例と

考えられる。

しかし，本調査 ~Cおいて，積極的 lてクラシック音楽

l乙好意を示さない者が指摘するように， 日頃あまり耳

Kしないから，聞く機会がないから，さらには，おも

しろくないとか堅苦しいから91ftI，r>だという結果が多く

でたという乙とは，家庭内の環境や音楽教育の内容に

多くの問題があることを，明らかにしている。

全ての人間が，全てのクラシック音楽K好意を持ち，

積極的lζ接触し念ければならないというのでは念く，

いくつかの曲K対してだけでも否定的態度を持たない

人聞を育てるととは，また，クラシック音楽K限らず，

そして歌謡曲やフォ ー ク等 ~C偏らず，様々の音楽を受

け入れるととができるようにする乙とは，広い意味の

情操教育と いえ，今日の知育偏重教育への批判と共K，

重要性がまた見直されるべきである。
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Abstract 

This is to examine the attitude offemale students toward the classical music and the process of the formation 

of the attitude. 

Method 

Subjects. 232 students of women's junior college. (G1'oup 1: 181 students of the domestic economy course 

and Group 2・52students of the musical course.) 

Questiollllaire. 

1. Do you like the classical music? 

(Iike much， like， don't like or dislike， dislike， dislike much) 
2. When did you come to like the classical musicフ

(elementary school， jun凶10凹l'high scho∞口01，s日1lllQ町rh
3. Wha瓜tdo you think of the reason why you li訟keor disli也kethe cla出ss目lca叫Imu凶SI児c?

4. How do you listen the classical music? 

(1凶 enit frequently， listen it sometimes， don't listen it so much， don't listen at all.) 
5. Do or did you take lessons in the piano? (group 1 only) 

6. ，へ'hatkind of music do you listen habitually? 

7. What kind of music did you listen in childhood? 

Resu/ts 

1. Group 1. -like 26.0%， don't like 01' dislike 60.8%， dislike 13.3%. 
Group 2. -like 76.9%， don't like or dislike 21.2%， dislike 1.9%. 
2. Group 1. - when elementary school 34.0%， when junior high school 46.8%， otherwise 19.2%. 
Group 2. - when elenentary school 47.5%， when jmuor high school 35.0%， otherwise 17.5%. 

3. The reason why ones like it. 

To take lessons in music from a child. 

To listen many musics frequently f1'om a child at home. 

To listen many nice musics during school hours. 

To be much impressed by the music. 

To take pleasure in playing for oneself. 

4. Group 1. -like-group (frequently 15.9%， sometimes 31.8%， not so much 52.3%) not like or dislike-
group (sometimes 3.7%， not so much 70.4%， not at all 25.9%) d日like-g1'oup(not so much 
20.8%， not at all 79.2%) 

Group 2ー like-group(frequently 32.5%， sometimes 55.0%， not so much 12.5%) not like or dislike-
g1'oup (frequently 1， sometimes 5， not so much 4 in nurnber) dislike-group (sometimes 1口
number) 

5. Ones who took lessons in or from a child are 71 out of 181 in number. 

6. The results of Question No. 6 and No. 7 are similarly. 

Popular songs， folk songs， new musics， rock or discotic musics and TV or CM  songs are listend habitually 
in Group 1 and 2. 

7. It appea1'ed that the impo1'tance ofhome environment and school education to make the sentiment must 

be rea伍rmed




